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東洋哲学コース 

―いにしえの思索のなかに、現代の叡智を探る― 

 

東洋哲学コースでの学び 

東洋哲学コースでは、中国・日本・インドにおける思想を中心に、中央アジア等周

辺地域の状況も考慮に入れつつ学習を進めます。古典的な哲学・思想文献の読解が中

心になりますが、単に古典を古典として読むことに満足するのではなく、先人の思索

のなかに今日を生きる我々の課題に対する示唆を得ることを目指しています。たとえ

ば釈尊や孔子・老子・最澄・空海といったいにしえの哲人たちも、それぞれに悩みや

問題意識をかかえながら自らの人生と向きあっていたという点では、私たちと何ら異

なるものではありません。私たち自身の「心」を解き明かすための手がかりを、先人

たちの真摯な取り組みのなかに探ることができることが、本コースの大きな魅力の一

つだと言えるでしょう。 

 

◆東洋哲学コース 専任教員紹介 

学部での授業は、2021年度より主として大久保良峻（日本仏教思想）、森由利亜（中

国近世道教思想）、山部能宜（インド仏教思想）の三人の専任教員が卒業論文も含めて

担当しています。加えて文化構想学部の吉原浩人（日本宗教思想史）、渡邉義浩（中国

古代儒学）、垣内景子（中国日本近世儒学）の三人の専任教員や非常勤教員による多彩

な授業も開講されていますので、幅広い視点で東洋思想を学ぶことができます。 

 

大久保
お お く ぼ

 良 峻
りょうしゅん

 先生  日本仏教教学史・仏教学 

平安仏教、具体的には天台宗と真言宗の教学の解明を主な研究テーマにしていま

す。この両宗の仏教は中国仏教を継承し発展させたものですから、隋代・唐代の仏

教も研究領域に入ります。そして、平安仏教が日本仏教の根幹とも言うべき影響力

を持ったことから、平安以降の展開を研究することも重要です。これらは仏教学の

分野としては、天台学と密教学ということになります。この天台学と密教学の両方

を尊重したのが日本天台宗ですから、日本天台宗の研究を中心に、中国・日本の仏

教を捉え直す研究を展開しています。 
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森 由利亜
も り  ゆ り あ

 先生  中国近世道教・神仙信仰 

中国宋代以降、特に明清期の道教、神仙信仰、全真教等を中心に、道家もしくは

道教と称される中国の倫理的伝統の正統性と継承に関する研究を行っています。今

後は現在の研究を続けながら、より広くは道家を視野に捉えた中国倫理思想史の考

察にも目を向けたいと思っています。道教は中国研究の文脈では不死という非常に

特殊でユニークな目的を追及する伝統として、往々にして批判的・軽蔑的に捉えら

れてきました。しかし、不死の獲得というテーマ自体はむしろ世界の宗教には普遍

的ともいえるものであり、その意味で道教は人類における普遍的なテーマを追及し

ている伝統ともいえます。道教における不死とは何なのか、それが中国社会の文脈

の中でどのような展開を遂げたか（普遍と特殊の関係）を考察することは極めて興

味深い課題です。専門的でありながらも、一般的な理解に響く道教学を志したいと

願っています。 

 

山部 能宜
やまべ のぶよし

 先生  インド仏教思想（唯識学、禅観） 

インド仏教の唯識思想（心の深層の分析）とその東アジアへの伝播、またインド

と東アジアの中間に位置する中央アジア（シルクロード地域）における仏教の実践

（禅観）が主な研究領域です。仏教の実践（禅定・坐禅）において心と体がどのよ

うに影響しあうのかということを基本的な問題意識としており、仏教の実践におけ

る自己の転換がどのようなメカニズムで起こるのか、またかつての仏教者たちがイ

ンドやシルクロードの石窟寺院でどのような実践に取り組んでいたのか等の解明

を目指しています。学際的研究にも関心があり、心理学や美術史学等との連携を指

向しています。アメリカで学位を取得した関係上海外に知己が多く、欧米

やアジアの多くの研究者と連携しながら研究を進めています。 

 

◎文化構想学部所属の教員 

吉原 浩人
よしはら  ひろと

 先生 日本宗教思想史 

渡邉 義浩
わたなべ よしひろ

 先生 中国思想・宗教史（儒学） 

垣内 景子
かきうち  けいこ

 先生 中国日本近世儒学（朱子学） 
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◆東洋哲学コースカリキュラム（2022年度のものです） 

▲印の先生は非常勤講師 

科目名称 科目区分 
配当

年次 

配当

学期 

単

位 
担当教員 

必修科目 

東洋哲学演習１（中国古代思想） 必修演習 2 春学期 2 森 由利亜 

東洋哲学演習２（日本古代思想） 必修演習 2 秋学期 2 大久保 良峻 

東洋哲学演習３（インド哲学１） 必修演習 3 春学期 2 ▲飛田 康裕 

東洋哲学演習４（中国哲学１） 必修演習 3 春学期 2 森 由利亜 

東洋哲学演習５（日本宗教１） 必修演習 3 春学期 2 大久保 良峻 

東洋哲学演習６（インド哲学２） 必修演習 3 秋学期 2 ▲飛田 康裕 

東洋哲学演習７（中国哲学２） 必修演習 3 秋学期 2 森 由利亜 

東洋哲学演習８（日本宗教２） 必修演習 3 秋学期 2 大久保 良峻 

東洋哲学演習（卒論） 必修演習 4 通年 4 森 由利亜 

東洋哲学演習（卒論） 必修演習 4 通年 4 垣内 景子 

東洋哲学演習（卒論） 必修演習 4 通年 4 渡邉 義浩 

東洋哲学演習（卒論） 必修演習 4 通年 4 大久保 良峻 

インド哲学特論 必修講義 2~4 春学期 2 ▲齋藤 直樹 

中国哲学特論 必修講義 2~4 春学期 2 ▲原 信太郎ｱﾚｼｬﾝﾄﾞﾚ 

日本思想特論 必修講義 2~4 春学期 2 大久保 良峻 他 

東洋思想特論 必修講義 2~4 秋学期 2 ▲櫻井 唯 

選択科目 

インド思想史 選択講義 2~4 秋学期 2 ▲三代 舞 

中国思想の世界 選択講義 2~4 秋学期 2 ▲髙橋 康浩 

仏教漢文の世界 選択講義 2~4 春学期 2 大久保 良峻 

仏教概論 選択講義 2~4 春学期 2 ▲野武 美弥子 

儒教概論 選択講義 2~4 春学期 2 渡邉 義浩 

道教概論 選択講義 2~4 秋学期 2 森 由利亜 

日本思想概論 選択講義 2~4 秋学期 2 吉原 浩人 

日本中世思想 選択講義 2~4 春学期 2 ▲久保田 正宏 

日本近世思想 選択講義 2~4 秋学期 2 垣内 景子 
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その他東洋哲学関連の講義 

漢文講読１ 選択講義 1~4 春学期 2 森 由利亜 

漢文講読２ 選択講義 1~4 秋学期 2 大久保 良峻 

初級サンスクリット語１ 選択講義 1~4 春学期 2 ▲飛田 康裕 他 

初級サンスクリット語２ 選択講義 1~4 秋学期 2 ▲飛田 康裕 

サンスクリット語基礎講読１ 選択講義 2~4 春学期 2 ▲伊藤 瑞康 

サンスクリット語基礎講読２ 選択講義 2~4 秋学期 2 ▲伊藤 瑞康 

サンスクリット語講読 選択講義 2~4 秋学期 2 ▲齋藤 直樹 

サンスクリットの世界１ 選択講義 1~4 春学期 2 ▲齋藤 直樹 

サンスクリットの世界２ 選択講義 1~4 秋学期 2 ▲林 慶仁 

初級チベット語１ 選択講義 1~4 春学期 2 ▲三代 舞 

初級チベット語２ 選択講義 1~4 秋学期 2 ▲三代 舞 

 

 

◆東洋哲学コース室 利用案内 

 39 号館 4 階の東洋哲学コース室では、東洋哲学に関わる研究図書の閲覧や、テキス

トデータの検索ができます。助教または TAが常駐していますので、お声がけの上、自

由にご利用ください。 

 

＊図書の貸し出しは行っていません。コース室内での閲覧、コピーは可能です。 

＊開室時間については、東洋哲学コースのホームページでご確認ください。 

＊東洋哲学研究室ホームページ（https://www.waseda.jp/bun-totetsu）では、東洋哲学コ

ースで開催する研究会等の最新情報や、研究に役立つリンク集、時間割などを掲載

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.waseda.jp/bun-totetsu/index.html
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◆卒業論文および年間スケジュール 

○卒業論文について 

学部での学びの総まとめとして、最終年度で卒業論文に取り組むことになります。

講義では教員の話を聞いてノートを取り、演習では教員の指示に従って文献を読んだり

発表したりというような、どちらかと言えば受け身的な学習が中心になりますが、卒業

論文では自分で課題を設定して、その解明のために自ら資料を読み、思索をまとめてい

くという、より主体的な作業に取り組みます。テーマの設定や研究の進め方については、

それぞれの指導教員と相談して進めることになります。 

東洋哲学という学問は、その知識が直ちに社会の多くの分野での実用性をもつもの

ではないかも知れませんが、知的作業の方法の基本は多くの分野で共通しており、資料

の正確な読解に基づいて緻密な論理を組み立て、それを明快な文章で表現していく経験

は、卒業後の社会での活動にも応用できるものです。 

 

○東洋哲学コース年間スケジュール（学部関係中心） 

４月 春学期授業開始 

５月 新入生歓迎会（上旬） 

６月 早稲田大学東洋哲学会 

７月 コース進級ガイダンス（春期） 

大学院文学研究科修士課程推薦試験 

春学期授業終了 

８月 東洋哲学コース合宿 

９月 大学院修士課程一般入試試験 

卒業論文計画書提出（３年生） 

秋学期授業開始 

10月 卒業論文題目届提出（４年生） 

11月 卒業論文仮指導（面接等：３年生） 

12月中旬 卒業論文提出 

1月中旬 卒業論文口述試験 

予餞会 

3月中旬 コースガイダンス 
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◆早稲田大学東洋哲学会について 

 東洋の思想・宗教に関する研究とその成果の交流を目的とする学会です。毎年 6月に

大会を開催し、学会誌『東洋の思想と宗教』（年 1 回）を刊行しています。入会をご希

望の方は、下記までお問い合わせください。 

東洋哲学コース室メールアドレス： waseda.totetsu@gmail.com 

《付記》 

 大学院進学希望者及び大学院生には教員免許の取得を推薦しています。 

 大学院新入生は広く東洋哲学の基本を学んで下さい。 

 

○インド仏教関係のお知らせ 

(1) インド仏教学を学ぶためにはサンスクリット語が必要になりますので、インド仏

教に関心のある諸君はなるべく早い時期にサンスクリット語の学習を始めるようにし

て下さい。本学では多くのサンスクリット語関係科目が開講されています。詳細につい

ては(https://www.waseda.jp/flas/cms/assets/uploads/2019/03/a4789a19b2752e3ac4

77aec0b128f593.pdf)を参照して下さい。 

 

(2) サンスクリット語関係科目に加えて、「初級チベット語 1, 2」が開講されていま

す。チベットの思想や文化に関心のある諸君はもとより、インド仏教の研究のためにも

有益な言語ですので、積極的な受講を期待します。 

mailto:waseda.totetsu@gmail.com
https://www.waseda.jp/flas/cms/assets/uploads/2019/03/a4789a19b2752e3ac477aec0b128f593.pdf
https://www.waseda.jp/flas/cms/assets/uploads/2019/03/a4789a19b2752e3ac477aec0b128f593.pdf

